
一　
「
戦
後
八
〇
年
」
と
い
う
区
切
り

　

一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
、
大
日
本
帝
国
の
天
皇

は
、「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
」の
受
諾
を
発
表
し
、九
月
二
日

に
米
国
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
号
上
で
全
権
重
光
葵
外
相
・

梅
津
美
治
郎
参
謀
総
長
に
降
伏
文
書
に
署
名
さ
せ
た
。

こ
の「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
」の
背
景
に
は
、
新
し
い
世
界

構
想
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
枢
軸
国
と
連
合
国
と
の

戦
争
は
枢
軸
国
の
敗
北
で
終
結
し
、
戦
後
の
世
界
構

想
は
、
す
で
に
一
九
四
一
年
の
米
英
首
脳
の
会
談
で

決
定
さ
れ
た「
大
西
洋
憲
章（T
he A
tlantic C

harter

）」

に
、「
領
土
不
拡
大
」「
主
権
尊
重
」「
民
族
自
決
」
を
含

む
八
つ
の
原
則
と
し
て
示
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
言

え
ば
、
一
九
四
二
年
一
月
一
日
に
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン

で
開
か
れ
た
連
合
国（
二
六
カ
国
）で「
連
合
国
共
同
宣

言（D
eclaration by the U

nited N
ations

）」
が
調
印
さ

れ
、一
九
四
四
年
七
月
一
日
に
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
で
連

合
国
経
済
会
議
が
開
催
さ
れ
、
国
際
通
貨
基
金（
Ｉ

Ｍ
Ｆ
）と
国
際
復
興
開
発
銀
行（
世
界
銀
行
）の
創
設
が

検
討
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
政
治
的
な
機
構
と
経
済

的
な
機
構
と
が
一
体
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
点
に

注
意
し
た
い
。
そ
の
仕
上
げ
が
、
一
九
四
五
年
四
月

二
五
日
〜
六
月
二
六
日
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
開

催
さ
れ
た
連
合
国
全
体
会
議
で
採
択
さ
れ
た
「
国
際

連
合
憲
章（T

he C
harter of the U

nited N
ations

）」

で
あ
り
、
こ
れ
に
五
一
カ
国
が
調
印
し
た
。
戦
後
独

立
し
た
多
く
の
国
は
、
当
時
は
ま
だ
、
国
連
を
主
導

し
た
先
進
工
業
国
の
植
民
地
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、
戦
後
八
〇
年
は
、
大
日
本
帝
国
の
敗

戦
と
日
本
国
憲
法
に
よ
る
「
非
戦
の
誓
い
」
か
ら
始

ま
っ
た
。
あ
え
て
ア
イ
コ
ン
と
な
る
人
物
を
挙
げ
る

と
、
吉
田
茂
第
四
八
代
〜
五
〇
代
首
相
と
岸
信
介
第

五
六
代
・
五
七
代
首
相
が
い
る
。
岸
信
介
首
相
は
、

戦
前
に
お
け
る
非
凡
な
経
済
官
僚
で
あ
っ
た
と
と
も

に
、
戦
争
犯
罪
者
と
し
て
収
容
さ
れ
た
経
験
を
も
ち
、

日
米
安
全
保
障
条
約
を
改
訂
し
て
日
米
軍
事
同
盟
の

礎
石
を
築
い
た
が
、「
戦
後
レ
ジ
ー
ム
」
の
解
体
を
主

唱
し
た
安
倍
晋
三
首
相
の
祖
父
で
あ
る
。
ま
た
、
吉

田
茂
首
相
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
の
調

印
と
共
に
、（
旧
）日
米
安
保
条
約
に
秘
密
裏
に
調
印
し
、

自
衛
隊
の
前
身
で
あ
る
警
察
予
備
隊
の
設
立
を
認
め

た
。
こ
の
二
人
の
政
治
姿
勢
は
、
澱
の
よ
う
に
堆
積

す
る
不
透
明
な
政
治
構
造
に
よ
っ
て
補
強
さ
れ
、
長

期
に
わ
た
る
保
守
政
権
の
中
枢
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。

　

今
、
私
た
ち
は
一
部
の
保
守
派
や
「
改
革
派
」
に

よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
と
共
に
戦
う
の
か
と
問
わ
れ
て

い
る
が
、
し
か
し
本
当
に
私
た
ち
に
問
わ
れ
て
い
る

こ
と
は
、「
別
の
方
法
・
別
の
方
向
・
別
の
選
択
」
で

は
な
い
の
か
。

二　

国
際
社
会
と
国
際
協
調
主
義

　

戦
後
世
界
は
、
国
連
を
中
心
と
す
る
国
際
秩
序
の

構
築
と
地
域
連
合
の
進
展
と
い
う
点
に
特
徴
が
あ
る
。

　

ま
ず
地
域
連
合
に
つ
い
て
言
え
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
、
欧
州
連
合（
Ｅ
Ｕ
）と
北
大
西
洋
条
約
機
構（
Ｎ

「
戦
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Ａ
Ｔ
Ｏ
）と
の
抱
き
合
わ
せ
の
構
図
が
描
か
れ
て
い

る
が
、
実
は
欧
州
安
全
保
障
協
力
機
構（
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
）

も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
は
、
通
貨
統
合
を
果
た
し
、
ま
た
人
権
の
面
で
も

先
進
的
な
取
組
を
し
て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条

約（「
人
権
及
び
基
本
的
自
由
の
保
護
に
関
す
る
条
約
」）

を
つ
く
り
、
二
〇
二
一
年
に
は
第
一
五
議
定
書
を
採

択
し
て
い
る
。
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所（
ス

ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
所
在
）を
設
立
し
て
、
人
権
の
保
護
と

促
進
に
つ
い
て
共
通
の
取
組
を
推
進
し
て
い
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

　

同
じ
く
、ア
メ
リ
カ
大
陸
で
は「
米
州
機
構（
Ｏ
Ａ
Ｓ
）」

が
一
九
四
八
年
に
つ
く
ら
れ
、
一
九
六
九
年
に
「
米

州
人
権
条
約
」が
制
定
さ
れ（
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
キ
ュ

ー
バ
は
批
准
し
て
い
な
い
）、
米
州
人
権
委
員
会（
ア
メ

リ
カ
の
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
所
在
）も
米
州
人
権
裁
判
所

（
コ
ス
タ
リ
カ
の
サ
ン
ホ
セ
所
在
）も
設
立
し
て
い
る
。

　

ア
フ
リ
カ
大
陸
で
は
一
九
六
一
年
に
「
ア
フ
リ
カ

統
一
機
構（
Ｏ
Ａ
Ｕ
）」
が
設
立
さ
れ
、
さ
ら
に
こ
れ
が

発
展
し
て
二
〇
〇
二
年
に
「
ア
フ
リ
カ
連
合（
Ａ
Ｕ
）」

が
発
足
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
八
一
年
に
は
「
人

及
び
人
民
の
権
利
に
関
す
る
ア
フ
リ
カ
憲
章
」
が
制

定
さ
れ
、
同
時
に
、
そ
の
履
行
を
確
保
す
る
た
め

「
人
権
委
員
会
」
が
設
け
ら
れ
、
一
九
九
八
年
に
は
議

定
書
が
採
択
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
「
人
及
び
人
民

の
権
利
に
関
す
る
裁
判
所
」
が
設
置
さ
れ
た
が
、
裁

判
官
が
選
出
さ
れ
た
の
は
二
〇
〇
六
年
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
ア
ラ
ブ
世
界
で
も
、一
九
九
四
年
に
「
ア
ラ
ブ

人
権
憲
章
」
が
採
択
さ
れ
、
二
〇
〇
四
年
に
ヴ
ァ
ー

ジ
ョ
ン
・
ア
ッ
プ
さ
れ
た
も
の
が
採
択
さ
れ
、
二
〇

〇
八
年
に
発
効
し
て
い
る
。

　

他
方
、
東
南
ア
ジ
ア
で
は
、
着
実
に
成
果
を
上
げ

て
き
て
い
る「
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）」

の
役
割
も
逸
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
は
い
え
、

二
〇
一
二
年
に
「
ア
セ
ア
ン
人
権
宣
言
」
が
採
択
さ

れ
た
も
の
の
、
国
際
人
権
条
約
の
水
準
か
ら
み
て
内

容
的
に
十
分
で
は
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
人
権
の
保

護
・
促
進
に
係
る
機
関
は
も
と
よ
り
、
人
権
裁
判
所

の
構
想
も
ま
だ
読
み
取
れ
な
い
と
い
う
課
題
が
残
さ

れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
問
題
な
の
は
、
東
ア
ジ
ア
が
、
こ
の
よ
う

な
地
域
連
合
は
も
と
よ
り
、
地
域
の
人
権
保
護
・
促

進
の
た
め
の
機
構
が
育
っ
て
い
な
い
空
白
地
帯
で
あ

る
点
に
あ
る
。
韓
国
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
台
湾
に
は
国

内
人
権
機
関
が
あ
る（
日
本
に
は
こ
の
点
、
機
運
す
ら

見
ら
れ
な
い
）も
の
の
、
地
域
人
権
機
構
は
存
在
し
な

い
。
な
ぜ
、
そ
う
な
の
か
。
こ
こ
に
私
た
ち
が
取
り

組
む
べ
き
課
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

さ
て
、
国
連
の
目
的
が
、
国
際
の
平
和
及
び
安
全

を
維
持
す
る
こ
と
と
並
ん
で
、
経
済
的
、
社
会
的
又

は
人
道
的
性
質
を
有
す
る
国
際
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
人
権
及
び
基
本
的
自
由
を
尊
重
す
る
よ
う
に
国

際
協
力
を
達
成
す
る
こ
と
に
あ
る
こ
と（
国
連
憲
章
一

条
）は
、
あ
ら
た
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
。
国
連

憲
章
の
前
文
に
は
国
連
設
立
の
歴
史
的
意
義
と
し
て
、

「
我
ら
は
一
生
の
う
ち
に
二
度
ま
で
言
語
に
絶
す
る

悲
哀
を
人
類
に
与
え
た
戦
争
の
惨
害
か
ら
将
来
の

世
代
を
救
」う
と
い
う「
大
義
」
に
自
覚
的
に
取
り
組

み
、「
基
本
的
人
権
と
人
間
の
尊
厳
及
び
価
値
と
男
女

及
び
大
小
各
国
の
同
権
と
に
関
す
る
信
念
を
あ
ら
た

め
て
確
認
し
」
た
と
こ
ろ
に
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ

の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
安
全
保
障
理
事
会
と
経

済
社
会
理
事
会
が
設
け
ら
れ
、
協
議
を
通
じ
て
問
題

を
共
有
し
、
解
決
方
法
に
つ
い
て
合
意
を
形
成
し
、

必
要
な
財
政
的
負
担
を
そ
の
加
盟
国
の
経
済
的
力

量（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）に
応
じ
て
担
う
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
つ

く
っ
た
。

　

し
た
が
っ
て
加
盟
国
は
、
武
力
行
使
及
び
武
力
に

よ
る
威
嚇
の
禁
止（
同
二
条
）を
受
け
入
れ
、
紛
争
の

平
和
的
解
決
の
義
務
を
負
い（
同
第
六
章
）、
武
力
紛

争
に
対
し
て
は
、
原
則
と
し
て
、
安
保
理
事
会
に
付

託
し
、
必
要
な
ら
経
済
的
制
裁
を
含
む
制
裁
措
置
を

と
り
、
究
極
に
お
い
て
は
軍
事
的
措
置
も
予
定
さ
れ

て
い
る（
同
四
二
条
）。
大
事
な
こ
と
は
、「
世
界
の
人

的
及
び
経
済
的
資
源
を
軍
備
の
た
め
に
転
用
す
る
こ

と
を
少
な
く
し
て
国
際
の
平
和
及
び
安
全
の
確
立
及

び
維
持
を
促
進
す
る
目
的
で
」
軍
備
規
制
計
画
を
作

成
す
る
義
務
を
規
定
し
て
い
る（
同
二
六
条
）こ
と
で

あ
る
。

　

さ
ら
に
、「
一
層
大
き
な
自
由
の
中
で
社
会
的
進
歩

と
生
活
水
準
の
向
上
と
を
促
進
す
る
」
を
目
的
と
し

て
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
抵
抗
し
た
フ
ラ
ン
ス
臨
時

政
府
に
参
加
し
た
ル
ネ
・
カ
サ
ン（
一
九
六
八
年
に
ノ

ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
）を
副
委
員
長
と
す
る
人
権
委

員
会
が
起
草
し
た「
世
界
人
権
宣
言
」が
、
一
九
四
八

年
に
パ
リ
で
開
か
れ
た
第
三
回
国
連
総
会
で
採
択
さ

れ
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
を
法
的
拘
束
力
の
あ
る
国
際
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条
約
と
し
て
、
現
在
ま
で
す
で
に
九
つ
の
人
権
条
約

が
発
効
し
て
い
る（
日
本
は
、「
移
住
労
働
者
権
利
条
約
」

を
除
き
そ
の
す
べ
て
を
批
准
し
て
い
る
が
、
選
択
議
定

書
は
す
べ
て
未
批
准
の
ま
ま
で
あ
る
）。
ま
た
、
そ
れ

ぞ
れ
に
つ
い
て
、
そ
の
履
行
を
確
保
す
る
た
め
、
人

権
監
視
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
定
期
的
な
政
府
報
告

の
審
査
と
最
終
所
見
と
い
う
形
で
の
勧
告
を
行
い
、

人
権
の
保
護
と
促
進
の
た
め
に
、
建
設
的
な
対
話
を

進
め
る
仕
組
み
が
取
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
選
択
議

定
書
な
ど
を
批
准
し
た
国
に
つ
い
て
は
、
人
権
侵
害

を
受
け
た
当
事
者
個
人
が
直
接
に
関
連
す
る
人
権
監

視
委
員
会
に
提
訴
で
き
る「
個
人
通
報
制
度
」も
用
意

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
と
並
ん
で
、
一
九
九
〇
年
の
ウ
ィ
ー
ン
会
議

を
踏
ま
え
て
、
国
連
憲
章
上
の
機
関
で
あ
る
人
権
委

員
会
を
拡
充
す
る
た
め
、
国
連
総
会
の
下
に
人
権
理

事
会
が
設
置
さ
れ
、
事
務
局
機
構
と
し
て
、
人
権
高

等
弁
務
官
事
務
所
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
人
権
理
事

会
で
特
徴
的
な
の
は
、
人
権
の
履
行
状
況
の
定
期
的

な
審
査
の
仕
組
み
と
し
て
、「
普
遍
的
定
期
審
査（
Ｕ

Ｐ
Ｒ
）」
が
設
け
ら
れ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
参
加
し
て
、
国
連

加
盟
国
間
の
い
わ
ば
「
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
」
の
仕
組
み
も

あ
る
。

　

ま
た
、
個
別
の
人
権
課
題
に
つ
い
て
は
、
人
権
理

事
会
は
、
独
立
し
た
専
門
家
に
よ
る
「
特
別
報
告
者

（
Ｓ
Ｒ
）」
や
複
数
の
特
別
報
告
者
に
よ
る
「
作
業
部
会

（
Ｗ
Ｇ
）」
を
選
任
し
、
そ
の
専
門
的
な
見
識
を
も
と

に
、
対
象
国
へ
の
訪
問
調
査
も
含
め
て
、
調
査
・
報

告
を
し
て
、
人
権
理
事
会
に
お
い
て
協
議
す
る
仕
組

み
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
仕
組
み
は
、
憲
法
の
言
葉
で
言
え
ば
、

「
国
際
協
調
主
義
」
に
根
差
す
も
の
で
あ
り
、
憲
法
九

八
条
二
項
に
あ
る
よ
う
に
「
日
本
国
が
締
結
し
た
条

約
及
び
確
立
さ
れ
た
国
際
法
規
は
、
こ
れ
を
誠
実
に

遵
守
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
」
こ
と
に
も
呼
応
す

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
さ
ら
に
、
憲
法
前
文

に
お
い
て
「
い
づ
れ
の
国
家
も
、
自
国
の
こ
と
の
み

に
つ
い
て
専
念
し
て
他
国
を
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
ま
で
述
べ
て
い
る
。
今
世
界
を
席
巻
し
て
い
る

「
自
国
な
い
し
自
国
民
フ
ァ
ー
ス
ト
」
は
、
こ
の
こ
と

の
反
立
命
題
で
あ
っ
て
、
八
〇
年
経
っ
て
、
世
界
は

再
び
転
倒
し
つ
つ
あ
る
。

三　

戦
争
を
防
ぐ
に
は

　
「
平
和
を
望
む
な
ら
、
戦
争
に
備
え
ろ
」
と
い
う
言

葉
が
、
躍
る
と
き
が
あ
る
。
台
湾
有
事
を
煽
り
、
北

朝
鮮
の
核
開
発
や
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
を
取
り
上
げ
、

ま
た
尖
閣
諸
島
を
含
む
日
本
の
領
海
・
領
空
へ
の
中

国
の
公
船
や
軍
用
機
の
接
近
を
挙
げ
る
人
も
い
る
。

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
侵
略
し
た
こ
と
や
、
ハ
マ

ー
ス
の
「
奇
襲
攻
撃
」
に
対
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
過

剰
な
軍
事
行
動
と
か
、
イ
ラ
ン
の
核
施
設（
ウ
ラ
ニ
ウ

ム
の
濃
縮
工
場
）に
対
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
や
ア
メ
リ
カ

に
よ
る
攻
撃
だ
け
で
な
く
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
パ
レ
ス

チ
ナ
、
イ
ラ
ン
に
よ
る
反
撃
も
展
開
す
る
中
で
、「
平

和
の
た
め
に
戦
争
に
備
え
る
」
こ
と
こ
そ
が
、
世
界

の
「
新
し
い
標
準（new

 norm
al

）」
だ
と
唱
え
る
人
が

増
え
て
い
る
。
し
か
し
、
武
力
か
ら
平
和
は
つ
く
れ

な
い
。
ま
た
、
軍
事
力
の
行
使
に
も
ル
ー
ル
が
あ
り
、

ル
ー
ル
を
守
ら
せ
る
仕
組
み
も
、
完
全
で
は
な
い
も

の
の
、
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

要
す
る
に
、
世
界
は
平
和
の
構
築
に
向
か
っ
て
お

り
、
そ
の
た
め
に
は
「
正
義
の
戦
争
」
を
正
当
化
す

る
こ
と
を
止
め
、
軍
事
力
の
行
使（jus ad bellum

）に

つ
い
て
は
一
九
二
八
年
に「
不
戦
条
約
」を
締
結
し
て

い
る
。ま
た
兵
器
の
使
用
や
敵
対
行
為（jus in bello

）

に
つ
い
て
も
、一
八
九
九
年
に
「
ダ
ム
ダ
ム
弾
」
の
禁

止
宣
言
が
あ
り
、一
九
二
五
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
議
定
書

に
よ
り
毒
ガ
ス
や
化
学
兵
器
が
禁
止
さ
れ
、一
九
九
七

年
の
オ
タ
ワ
条
約
に
よ
る
「
対
人
地
雷
の
禁
止
」
に

つ
づ
き
、
二
〇
一
七
年
に
は
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
が

制
定
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
国
際
人
道
法
と
し
て
著
名
な
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
条
約
は
、一
八
六
四
年
の
「
戦
地
軍
隊
に
お
け
る
傷

病
者
の
状
態
の
改
善
に
関
す
る
条
約
」
以
来
、一
九

〇
六
年
、一
九
二
九
年
と
改
訂
を
重
ね
、一
九
四
九
年

に
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
四
条
約
と
し
て
整
備
さ
れ
、
さ
ら
に

一
九
七
七
年
に
は
追
加
議
定
書
が
加
わ
り
、
非
国
際

的
な
武
力
紛
争
に
も
適
用
を
拡
大
し
て
き
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
敵
対
行
為
に
直
接
に
参
加
し
な
い

者（
一
般
住
民
・
文
民
）は
、
武
器
を
放
棄
し
た
軍
隊

の
構
成
員
や
病
気
、
負
傷
、
抑
留
そ
の
他
の
事
由
に

よ
り
戦
闘
外
に
置
か
れ
た
者
も
含
め
て
、
人
道
的
な

待
遇
を
受
け
る
の
で
あ
っ
て
、
殺
人
、
傷
害
及
び
拷

問
の
対
象
と
さ
れ
な
い（
第
四
条
約
三
条
）。
ま
た
、
文

民
病
院
は
い
か
な
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
攻
撃
し
て
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は
な
ら
な
い（
同
一
八
条
）の
で
あ
り
、
紛
争
当
事
国

は
、
無
防
備
地
区
を
攻
撃
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
る

（
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
第
一
追
加
議
定
書
五
九
条
）。
す
な
わ

ち
、
無
防
備
地
区
に
は
、
①
す
べ
て
の
戦
闘
員
並
び

に
移
動
兵
器
及
び
移
動
軍
用
設
備
が
撤
去
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
②
固
定
し
た
軍
用
の
施
設
又
は
営
造
物
が

敵
対
的
目
的
に
使
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
③
当
局

又
は
住
民
に
よ
り
敵
対
行
為
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ

と
、
④
軍
事
行
動
を
支
援
す
る
活
動
が
行
わ
れ
て
い

な
い
こ
と
が
条
件
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
実

効
性
や
実
現
可
能
性
に
つ
い
て
、
い
く
つ
も
難
点
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
無
防
備
で
あ
る
こ
と
が
む
し

ろ
安
全
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
無
抵
抗
な

市
民
を
殺
害
す
れ
ば
、
戦
争
犯
罪
に
あ
た
り
、
場
合

に
よ
っ
て
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド（
集
団
殺
害
）や
人
道
に

対
す
る
犯
罪
に
該
当
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
軍
備
が

抑
止
力
に
依
存
す
る
と
す
れ
ば
、
戦
争
犯
罪
に
対
す

る
国
際
刑
事
裁
判
所
な
ど
に
よ
る
処
罰
も
、
抑
止
力

が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
で
あ
ろ
う
⑴
。

　

実
際
に
も
、
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
に
対
し

て
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
子
ど
も
を
強
制
移
住
さ
せ
た

と
い
う
容
疑
で
国
際
刑
事
裁
判
所（
現
在
の
所
長
は
赤

根
智
子
氏
）は
、
逮
捕
状
を
発
布
し
て
お
り
、
イ
ス
ラ

エ
ル
の
ネ
タ
ニ
エ
フ
首
相
及
び
ガ
ラ
ン
ト
国
防
相
に

も
ガ
ザ
地
区
に
お
け
る
戦
争
犯
罪
及
び
人
道
に
対
す

る
犯
罪
の
容
疑
で
逮
捕
状
を
発
布
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
際
司
法
裁
判
所（
現
在
の
所
長
は
岩
沢
雄

司
氏
）は
、
ロ
シ
ア
の
侵
略
に
対
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が

提
訴
し
た
件
に
つ
い
て
、
二
〇
二
二
年
三
月
一
六
日

に
暫
定
措
置
を
命
じ
た
。
ま
た
、イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る

ガ
ザ
地
区
・
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
や
東
エ
ル
サ
レ
ム
の

占
拠
に
つ
い
て
、
二
〇
二
四
年
七
月
一
九
日
に
違
法

と
判
断
し
た
。
ま
た
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
地
区
に

お
け
る
攻
撃
が
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
に
違
反
す
る
と

い
う
南
ア
フ
リ
カ
政
府
の
申
請
に
つ
い
て
二
〇
二
四

年
二
月
二
六
日
に
暫
定
措
置
を
命
じ
る
決
定
を
下

し
た
。

　

さ
ら
に
い
ず
れ
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
も
、
国
連
安

保
理
事
会
は
機
能
不
全
に
陥
っ
た
が
、
国
連
総
会
は

繰
り
返
し
、
緊
急
特
別
総
会
を
開
催
し
て
、
二
〇
二

二
年
三
月
二
日
、
二
〇
二
五
年
二
月
二
四
日
と
決
議

を
採
択
し
て
い
る
⑵
。
ま
た
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る

パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
地
区
の
占
領
に
関
し
て
、
国
連

総
会
は
、
二
〇
二
四
年
九
月
一
四
日
に
、
日
本
を
含

む
賛
成
一
二
四
、
棄
権
四
三
、
反
対
一
四
で
、「
一
年

以
内
に
占
領
を
終
わ
ら
せ
る
」
こ
と
を
求
め
る
決
議

を
採
択
し
た
。
ま
た
、
同
時
に
、
現
在
、
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
の
資
格
を
与
え
ら
れ
て
い
る
パ
レ
ス
チ
ナ（
Ｉ
Ｃ

Ｃ
に
は
加
盟
し
た
）に
国
連
加
盟
を
求
め
る
国
連
総
会

決
議
が
二
〇
二
四
年
五
月
一
〇
日
に
、
日
本
を
含
む

一
四
四
カ
国
の
賛
成
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た（
棄
権
二

五
、
反
対
九
）。
た
だ
し
、
国
連
へ
の
加
盟
は
、
安
保

理
事
会
の
勧
告（
常
任
理
事
国
の
反
対
が
な
い
こ
と
）に

基
づ
く
総
会
の
決
議
が
条
件
で
あ
る
。

　

今
、
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
の
傍
若
無
人
な
剝
き
出
し
の
「
自
国
の
国

益
優
先
」
を
押
し
通
そ
う
と
し
、
ひ
い
て
は
「
国
際

秩
序
の
一
方
的
な
変
更
」
を
求
め
る
方
向
に
対
し
て
、

こ
れ
に
屈
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
れ
を

歴
史
の「
逆
流
」と
受
け
止
め
、「
本
流
」は
、武
力
な
き

平
和
を
め
ざ
す
国
際
秩
序
を
構
築
し
、人
権
の
保
護
・

促
進
を
着
実
に
進
展
さ
せ
、「
気
候
変
動
」
や
「
世
界

的
な
飢
餓
」
な
ど
の
地
球
的
課
題
を
解
決
す
る
こ
と

で
は
な
い
の
か
。
こ
の
国
際
社
会
の
「
本
流
」
を
し
っ

か
り
と
見
極
め
て
、
そ
の
流
れ
を
強
く
太
く
し
、
地

球
的
な
連
帯
・
友
愛
・
連
携
を
一
層
深
く
広
く
追
求

す
る
こ
と
で
は
な
い
の
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、Nation 

F
irst

と
拳
を
挙
げ
る
前
に
、G

lobal S
olidarity

と

両
手
を
広
げ
て
、
共
益（C

om
m
unal P

rosperity

）す

な
わ
ち
共
通
共
同
の
利
益
享
受
の
道
を
探
求
し
、
た

と
え
愚
直
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
道
を
進
む
こ
と
で
は

な
い
の
か
。

　

敗
戦
か
ら
八
〇
年
前
の
慶
應
元
年
、
日
本
は
鎖
国

か
ら
急
展
開
し
た
国
造
り
の
只
中
で
あ
り
、
そ
の
後

の
歴
史
は
、
司
馬
遼
太
郎
の
表
現
に
よ
れ
ば
「
坂
の

上
の
雲
」
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
坂

道
を
駆
け
上
が
っ
た
も
の
の
、
私
た
ち
は
、
奈
落
の

底
に
転
落
し
た
。
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら

な
い
。
い
っ
そ
う
人
権
と
平
和
の
大
道
を
進
む
よ
う
、

世
界
の
人
民
と
共
に
協
働
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
私
た

ち
の
使
命
で
あ
る
。

注⑴　

赤
根
智
子『
戦
争
犯
罪
と
闘
う
』文
春
新
書
、二
〇
二
五
年
。

⑵　

そ
の
一
端
は
、
新
倉
修
「
巻
頭
言
・
ロ
シ
ア
の『
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
略
』
と
日
本
」『
法
の
科
学
』
五
三
号
、
二
〇
二
二
年
、

四
頁
以
下
。
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